
 

出 演 団 体 紹 介 

《那須野ケ原疏水太鼓保存会》 

《那須拓陽高等学校疏水太鼓部》 

《子ども疏水太鼓実行委員会》 

《東那須野おはやし保存会》 

《関谷子供囃子保存会》 

《流響塩原太鼓》 

《三島おはやし会・三島こどもおはやし会》 

《遅沢ばやし保存会》 

《黒磯巻狩太鼓》

《太夫塚八木節笠踊り保存会》 

 

 

 

源頼朝公が行った巻狩の情景

を太鼓の音で再現したもので

す。五曲の組曲で構成され

る、太鼓によるシンフォニー

(交響曲)となっています。                 

平成 2年に設立し、市の行事

をはじめ県内外での演奏の

他、自主活動として福祉施設

への慰問演奏や小中学校の学

習支援を行っています。 

昭和５５年に設立。設立当時

は、東那須野地区盆踊りのた

めに東那須野公民館で行って

きました。平成１７年に東那

須野おはやしクラブを設立

し、盆踊り、出陣式、公民館

まつり等が子供おはやしクラ

ブの活動の発表の場となりま

した。 

 

現真岡市の旧大内村からの入

植者が大正 13年に旧大内村の

「八木節笠踊り」を地域に伝

授し、太夫塚神社例大祭の余

興とし踊ったことが始まりで

す。その後、太夫塚開拓 100

年祭を機に小学生を踊り子と

する太夫塚八木節笠踊りが復

活。それ以降、太夫塚神社例

大祭で踊っています。 

 

那須野ケ疏水太鼓は、旧西那須野町の開拓１００年を記念して、私た

ちのふるさとに新しい郷土芸能をつくろうと企画・創作され、昭和５

８年に発足しました。日本三大疏水のひとつ、那須疏水の開拓の歴史

を太鼓の音と動きで表現しています。 

「１００年続く郷土芸能を」という気持ちで日々練習を積み重ねてい

ます。 

子ども疏水太鼓は、昭和６１年に青少年地域活動ふるさと運動事業の

導入により発足しました。 

現在は、西小学校の４年生から６年生を対象に毎週金曜日の夕方、那

須野ケ原疏水太鼓保存会の指導のもと太鼓技術の習得に励んでいま

す。 

疏水太鼓部は、昭和５９年度からクラブ活動として始まり、現在に至る

まで校内外の様々なイベントに参加しています。 

那須野ケ原疏水太鼓保存会メンバーから愛情あふれる厳しい指導を受

け、練習に励んでいます。 

 
明治１５年頃に、村祭りで

賑わいを演出する「遅沢囃

子組」を結成したことが始

まりです。現在は、貴重な

お囃子を後世に残そうと地

元小学生等への伝承活動を

行っております。  

昭和６３年、三島おはやし会

発足。こどもおはやし会は、

平成３年発足。毎週、月・金

曜日に三島ホールの音楽室で

練習しています。 

関谷温泉の入り口の関谷宿に

江戸時代末期から伝承される

お囃子。保存会は昭和５３年

に結成。            

昨年は地区の天王祭のステー

ジと山車で披露。その他、学

校や道の駅等で公演を行って

います。 

平成６年度に旧塩原町の

「ふるさと創生事業」で設

立。塩原を流れる箒川の源

流から下流までを四季を織

り交ぜ５曲の組曲となって

いる。                

旧金沢小学校の体育館で練

習しています。 


